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は
じ
め
に

室
町
時
代
を
中
心
と
し
た
短
編
物
語
の
お
伽
草
子
の
う
ち
、「
本
地
物
」

と
呼
ば
れ
る
作
品
群
は
、
一
般
に
、「
主
人
公
は
神
仏
の
申
し
子
で
あ
る
な

ど
異
常
な
形
で
人
間
界
に
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
憂
悲
苦
悩
を
体
験
し
、
そ

の
憂
悲
苦
悩
か
ら
人
間
を
救
済
す
る
た
め
、
神
仏
の
加
護
を
得
て
自
ら
も
神

仏
に
転
生
す
る
」
と
定
義
さ
れ
る
（
徳
田
和
夫
氏
編
『
お
伽
草
子
事
典
』

（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）「
本
地
物
」
の
項
・
大
島
由
紀
夫
氏
）。
そ

の
論
理
を
『
神
道
集
』
は
、

仏
菩
薩
ノ
応
迹
示
現
ノ
神
道
ハ
、
必
、
縁
ヨ
リ
起
コ
ル
事
ナ
レ
ハ
、
諸

仏
菩
薩
ノ
我
国
ニ
遊
ヒ
下
ニ
ハ
、
必
ス
人
ノ
胎
ヲ
借
リ
テ
衆
生
ノ
身
ト

成
リ
ツ
ヽ
、
身
ニ
苦
悩
ヲ
受
テ
、
善
悪
ヲ
試
テ
後
、
神
明
身
ト
成
テ
、

悪
世
ノ
衆
生
ヲ
利
益
下
フ
御
事
也
。（
巻
六
第
三
十
四
「
上
野
国
児
持

山
之
事
（
1
）」）

と
い
う
よ
う
に
本
地
垂
迹
説
を
敷
衍
し
て
説
明
す
る
が
、『
神
道
集
』
に
お

い
て
も
神
に
成
る
要
因
が
各
話
に
厳
密
に
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま

た
、
本
地
物
に
は
、
神
を
対
象
と
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
仏
や
菩
薩

を
対
象
と
す
る
作
品
も
あ
り
、
仏
典
に
見
ら
れ
る
釈
迦
の
前
生
譚
と
同
類
の

構
造
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
仕
組
み
は
や
は
り
十
分
に
は
説
明
で

き
な
い
。
日
本
古
来
の
神
話
と
同
様
だ
と
す
る
理
解
や
、
菅
原
道
真
の
よ
う

に
人
が
神
に
成
る
こ
と
に
重
ね
る
な
ど
の
解
釈
も
あ
る
。
実
際
、
本
地
物
語

に
お
い
て
人
が
神
仏
と
成
る
論
理
は
、
そ
う
し
た
思
想
が
重
層
的
に
合
わ

さ
っ
て
生
ま
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

登
場
人
物
が
仏
や
菩
薩
に
成
る
系
統
の
本
地
物
の
初
期
の
姿
を
考
え
る
際

に
、
し
ば
し
ば
着
目
さ
れ
る
の
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
「
東
城
国
皇
子

善
生
人
、
通
阿
就

女
語
第
二
十
二
」（
以
下
、
善
生
太
子
説
話
）
と
、
観

音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
前
生
譚
で
あ
る
早
離
と
速
離
の
兄
弟
の
説
話
で
あ
る
。

善
生
太
子
説
話
は
、
東
城
国
の
善
生
人
と
西
城
国
の
阿
就

女
と
そ
の
双
子

の
家
族
の
物
語
が
、
善
現
菩
薩
・
大
吉
祥
天
・
多
聞
天
・
持
国
天
の
前
世
物

語
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
偽
経
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
に
収
め

63

語文100･101（2013･12 大阪大学国語国文学会）

箕

浦

尚

美

早
離
・
速
離
（
観
音
・
勢
至
）
の
菩
薩
行

―
―
初
期
本
地
物
を
考
え
る
た
め
に
―
―



ら
れ
る
話
で
あ
り
、
後
に
、
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
家
族
の
前
世
の
話
と
し
て

お
伽
草
子
『
阿
弥
陀
の
本
地
』
へ
と
展
開
す
る
。

『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
が
善
生
太
子
説
話
の
典
拠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
本
田
義
憲
氏
に
よ
っ
て
『
覚
禅
抄
』
等
に
あ
る
逸
文
が
指
摘
さ
れ
た

の
を
端
緒
と
し
（
2
）、
牧
野
和
夫
氏
に
よ
る
真
福
寺
本
『
往
因
類
聚
抄
』
の
指
摘
（
3
）、

更
に
、
七
寺
で
経
典
そ
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
一
気
に
脚
光
を
浴
び

た
。
そ
の
内
容
の
紹
介
と
研
究
成
果
は
、『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』

四
・
五
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
纏
め
ら
れ
て
い

る
（
4
）。
七
寺
本
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
は
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
平
安
後
期

（
一
一
七
五
―
一
一
八
〇
）
書
写
の
一
切
経
と
同
種
の
形
態
的
特
徴
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
時
期
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
成
立
は

そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
に
青
蓮
院
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
が
存
在

す
る
。

善
生
太
子
説
話
は
、
こ
の
偽
経
が
発
見
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
本
地
物
の
古

い
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
小
木
喬
氏
「「
本

地
物
」
の
思
想
と
そ
の
展
開
」（『
鎌
倉
時
代
物
語
の
研
究
』、
一
九
六
一
年
、

東
宝
書
房
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
松
本
隆
信
氏
は
、

（
引
用
者
注
：『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
の
「
大
光
明
王
為
婆
羅
門
与
頭

語
」「
転
輪
聖
王
為
求
法
焼
身
語
」
な
ど
の
釈
迦
の
本
生
譚
十
例
を
引

い
て
、）
仏
陀
の
前
生
の
姿
は
、
身
を
捨
て
て
の
菩
薩
行
や
、
人
を
善

道
に
導
く
功
徳
行
を
積
ん
だ
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
生
譚
に
お
け
る
苦
難
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
て
、
自
ら
求
め
て
苦
難

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
地
物
の
主
人
公
達
が
経
験

す
る
苦
難
は
、
周
囲
の
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
も
の
で
、
全
く
受

動
的
で
あ
り
、
菩
薩
行
と
い
っ
た
性
質
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。（
略
）

（
引
用
者
注
：『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
―
二
二
に
つ
い
て
は
、「
あ
ま
り

に
日
本
の
本
地
物
に
近
く
、
和
製
の
前
生
説
話
で
は
な
か
っ
た
か
」
と

し
、）
日
本
の
本
地
物
で
は
、
そ
う
い
う
世
俗
的
な
苦
難
が
、
神
仏
と

な
る
た
め
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
点
が
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
5
）。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
の
前
生
譚
に
類
似

し
た
構
成
を
持
つ
本
地
物
語
が
仏
の
場
合
と
は
異
な
る
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

主
人
公
の
苦
難
に
、
継
子
い
じ
め
や
飢
餓
な
ど
の
世
俗
的
理
由
に
よ
る
苦
難

が
多
く
描
か
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松
本
氏
の
論
考
で
は
こ
の
後
、
中

世
の
本
地
物
に
は
菩
薩
行
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
人
が
神
に
成
っ
た
菅
原

道
真
の
物
語
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
善
生
太
子
説
話

に
は
、
実
際
に
経
典
が
残
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
・
中
国

由
来
の
経
典
で
は
な
く
、
日
本
撰
述
の
偽
経
で
あ
り
、
古
来
の
仏
の
前
生
譚

に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ

で
の
人
か
ら
仏
へ
の
転
生
に
は
菩
薩
行
を
読
み
取
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ

れ
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
の
釈
迦
の
本
生
譚
の
例
に
見
ら
れ
る
菩
薩
行

と
は
や
や
異
な
る
性
格
を
持
つ
菩
薩
行
で
あ
る
。
ま
た
、
早
離
・
速
離
の
物

語
を
説
く
『
観
世
音
菩
薩
往
生
浄
土
本
縁
経
』
も
本
経
と
類
似
し
た
点
の
多

い
日
本
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
偽
経
で
あ
る
。
従
っ
て
、
初
期
の
本
地
物
を
考

え
る
た
め
に
、
こ
の
二
経
の
検
討
が
ま
ず
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

物
語
と
し
て
の
情
趣
を
多
分
に
含
み
つ
つ
、
仏
教
経
典
と
し
て
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
必
要
が
あ
っ
て
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
の
仏
教
説
話
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と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
ま
た
、
中
世
の
本
地
物
語
へ
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一

早
離
・
速
離
説
話
の
概
要

早
離
と
速
離
の
兄
弟
の
話
は
、
幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
た
兄
弟
が
継
母
に

よ
っ
て
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
飢
餓
で
命
を
落
と
す
悲
話
が
、
観
世
音

菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
前
生
譚
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
観
世
音
菩

薩
往
生
浄
土
本
縁
経
』（
以
下
、『
観
音
本
縁
経
』）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
経
典
も
、
思
想
や
表
現
に
お
い
て
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
と
類
似
し

た
点
の
多
い
偽
経
で
あ
る
。
原
型
が
中
国
・
朝
鮮
で
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
現
存
本
に
つ
い
て
は
日
本
で
平
安
期
に
作
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
本
文
は
、
以
下
の
よ
う
な
和
製
と
見
ら
れ
る
漢
文

体
で
あ
る
。

夫
差
彼
山
独
往
（
夫お
っ
と

、
彼
の
山
を
差
し
て
独
り
往
く
）。
去
後
二
七
日
。

更
不
還
来
。
時
妻
生
異
念
。
作
是
思
惟
。
長
那
若
住
彼
山
不
来
者
（
長

那
（
夫
の
名
）、
若
し
彼
の
山
に
住
て
来
た
ら
ず
は
）。
我
如
何
養
育
二

子
。
若
採
菓
雖
来
（
若
し
菓
を
採
り
て
来
と
雖
も
）。
彼
愛
念
二
子
。

我
有
何
等
分
。
今
以
方
便
。
除
遣
二
子
。

（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
一
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
）。
読
み

は
、
吐
阿
『
科
註
浄
土
本
縁
経
』（
元
禄
二
年
、
太
和
屋
源
兵
衞
刊
、

大
谷
大
学
蔵
）
を
参
照
し
た
。）

引
用
は
、
父
親
が
食
糧
を
探
し
に
出
か
け
て
い
る
間
に
継
母
が
子
供
の
遺

棄
を
企
て
る
場
面
で
あ
る
が
、
漢
文
と
し
て
は
、
特
に
傍
線
部
の
語
順
が
不

適
切
で
あ
る
。
本
経
は
、
中
国
の
経
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
で

は
、
長
西
『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』（
十
三
世
紀
）
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
蓮
永
写
『
阿
弥
陀
仏
経
論
並
章
疏
目

録
』（
真
福
寺
蔵
、
寛
印
（
平
安
中
期
）
撰
か
（
6
））
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
間

の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
の
引
用
は
、
興
然
（
一
一
二
一
―
一
二
〇

三
）『
五
十
巻
抄
』「
阿
弥
陀
」（
十
二
世
紀
末
）
に
、「
観
世
音
菩
薩
往
生
浄

土
本
縁
経
云
」
と
し
て
、
末
尾
に
あ
る
阿
弥
陀
如
来
讃
嘆
の
偈
が
引
用
さ
れ

る
の
が
古
い
（
7
）。

早
離
・
速
離
の
兄
弟
の
物
語
部
分
に
つ
い
て
は
、『
宝
物
集
』（
十
二
世
紀

末
）
で
求
不
得
苦
を
論
じ
た
中
に
見
ら
れ
る
抄
録
が
古
い
。
ま
ず
は
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
早
離
速
離
説
話
の
概
要
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
ゝ
を
も
つ
て
、
観
世
音
菩
薩
は
、
一
切
衆
生
の
ね
が
ひ
を
み
て
、

貧
窮
な
る
も
の
を
あ
は
れ
み
す
く
は
ん
が
た
め
に
、
菩
薩
の
行
を
ば
お

こ
し
給
ひ
し
な
り
。
そ
の
因
縁
、
を
ろ
〳
〵
申
侍
る
べ
し
。

む
か
し
、
一
人
の
梵
士
あ
り
き
。
そ
の
名
を
長
那
と
い
ひ
き
。
そ
の

妻
を
、
摩
那
斯
羅
女
と
い
ふ
。
二
人
の
子
を
も
ち
た
り
。
早
離
・
速
離

と
な
づ
く
。
母
、
摩
那
斯
羅
女
、
生
死
無
常
ま
ぬ
か
れ
ず
し
て
、
病
を

う
け
て
う
せ
ぬ
。
長
那
梵
士
、
な
げ
き
か
な
し
む
事
か
ぎ
り
な
し
と
い

へ
ど
も
、
世
間
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
又
妻
を
ま
う
け
て
け
り
。

か
ゝ
る
ほ
ど
に
、
天
下
に
飢
渇
ゆ
き
て
、
み
な
人
か
つ
へ
死
に
け
れ

ば
、
二
人
の
子
を
継
母
に
あ
づ
け
て
、
檀
那
羅
山
と
い
ふ
山
に
、
一
を

く
ゐ
つ
れ
ば
七
日
も
の
ほ
し
か
ら
ぬ
木
の
実
あ
り
と
き
ゝ
て
、
と
り
に

ゆ
き
た
り
け
る
ま
に
、
継
母
、
早
離
・
速
離
の
二
人
の
継
子
を
船
に
の
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せ
て
、「
海
松
布
か
ら
ん
」
と
い
ひ
て
、
は
る
か
な
る
島
に
は
な
ち
け

り
。早

離
・
速
離
、
天
を
あ
ふ
ぎ
、
地
に
ふ
し
て
、
お
め
き
か
な
し
め
ど

も
、
と
ふ
人
も
な
く
、
あ
は
れ
む
も
の
な
し
。
つ
ゐ
に
食
に
う
へ
、
水

に
う
へ
て
、
死
門
に
い
る
時
、
ち
か
ひ
て
い
は
く
、「
我
一
切
衆
生
の

ね
が
ひ
を
み
て
、
苦
を
す
く
ひ
、
貧
窮
な
ら
ん
も
の
を
た
す
け
ん
」
と

て
う
せ
ぬ
。
願
力
に
ま
か
せ
て
、
早
離
・
速
離
は
観
音
・
勢
至
の
二
菩

薩
と
な
り
、
母
摩
那
斯
羅
女
は
、
子
の
願
力
を
か
ゞ
み
て
、
阿
弥
陀
仏

と
な
り
ぬ
。

さ
て
、
親
子
な
る
が
ゆ
へ
に
、
い
ま
は
師
・
弟
子
と
な
り
て
、
阿
弥

陀
の
三
尊
と
は
申
な
り
。
は
な
た
れ
た
り
し
島
、
今
の
補
陀
落
山
こ
れ

也
。
是
か
す
か
な
る
伝
記
に
あ
ら
ず
、
た
し
か
の
経
の
文
な
り
。

（
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
三

新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

早
離
と
速
離
の
兄
弟
の
母
親
が
亡
く
な
り
、
父
は
後
妻
を
迎
え
る
。
飢
饉

の
た
め
に
父
は
食
糧
を
求
め
に
出
か
け
、
そ
の
間
に
兄
弟
は
継
母
の
策
略
に

よ
っ
て
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
兄
弟
は
、
飢
え
て
死
に
臨
み
、
衆
生

の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
を
誓
う
。
そ
の
誓
い
に
よ
っ
て
、
観
音
菩
薩
と
勢
至

菩
薩
と
な
る
。

「
た
し
か
の
経
の
文
」
と
あ
る
が
、『
宝
物
集
』
の
話
は
、
前
述
の
『
観
音

本
縁
経
』
で
は
な
く
、
逸
書
で
あ
る
『
往
生
仏
土
経
』
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

『
往
生
仏
土
経
』
は
、
天
野
山
金
剛
寺
蔵
〈
佚
名
孝
養
説
話
集
〉（
平
安
後
期

写
か
）
と
真
福
寺
宝
生
院
所
蔵
の
真
源
（
一
〇
六
四
―
一
一
三
六
）『
往
生

要
集
裏
書
』
に
、
こ
の
話
が
抄
録
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
典
拠
と
し
て
記
さ
れ

た
経
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
経
録
に
は
確
認
で
き
な
い
経
典
で
あ
る
。

二
つ
の
経
典
間
で
は
、
特
に
、
早
離
・
速
離
の
兄
弟
の
父
親
に
関
す
る
記
述

が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
拙
稿
（
8
）に
お
い
て
検
討
し

た
の
で
省
略
す
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

二

早
離
・
速
離
の
物
語
に
お
け
る
孝

早
離
・
速
離
の
物
語
は
、
阿
弥
陀
の
三
尊
の
由
来
で
あ
る
と
同
時
に
、
親

子
の
悲
哀
の
物
語
で
あ
り
、
経
典
を
離
れ
た
文
学
作
品
に
も
し
ば
し
ば
登
場

す
る
（
9
）。
そ
し
て
、
本
話
は
、
孝
の
物
語
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
ど

の
点
を
孝
と
す
る
か
と
い
う
点
に
は
揺
れ
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『
観
音
本

縁
経
』
や
「
往
生
仏
土
経
」
に
は
、
孝
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
母
を
亡
く

し
た
幼
子
は
継
母
に
よ
っ
て
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
死
ぬ
ば
か
り
で
あ

る
。
早
離
と
速
離
の
兄
弟
に
触
れ
た
記
述
の
い
く
つ
か
を
、
以
下
に
摘
記
す

る
。1

『
平
家
物
語
』
巻
三
「
足
摺
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

さ
り
共
少
将
は
な
さ
け
ふ
か
き
人
な
れ
ば
、
よ
き
様
に
申
事
も
あ
ら
ん

ず
ら
む
と
憑
を
か
け
、
そ
の
瀬
に
身
を
も
な
げ
ざ
り
け
る
心
の
程
こ
そ

は
か
な
け
れ
。
昔
早
離
・
速
離
が
海
岳
山
へ
は
な
た
れ
け
む
か
な
し
み

も
、
い
ま
こ
そ
思
ひ
し
ら
れ
け
れ
。

2
『
神
道
集
』
巻
八
第
四
十
三
「
上
野
国
赤
城
山
三
所
明
神
内
覚
満
大
菩

薩
事
」（
赤
木
文
庫
本
）

浄
厳
・
浄
眼
ノ
兄
弟
父
妙
荘
厳
王
ヲ
汲
引
セ
シ
昔
ノ
恨
ミ
、
早
離
速
離

カ
兄
弟
二
人
紅
桃
浦
ノ
継
母
ノ
遠
流
縁
ト
シ
テ
等
覚
無（
マ
マ
）

城
ノ
大
士
観
音
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勢
至
ノ
跡
ヲ
学
ヒ
テ
廻
ル
程
ニ

3
『
源
氏
釈
』（
冷
泉
家
本
。『
源
氏
物
語
古
注
集
成
一
六
』
二
〇
〇
〇
年
、

お
う
ふ
う
）

（『
源
氏
物
語
』
宿
木
巻
の
「
昔
、
別
れ
を
悲
し
び
て
、
骨
を
つ
つ
み
て

あ
ま
た
の
年
頸
に
か
け
て
は
べ
り
け
る
人
」
の
注
と
し
て
、）
こ
れ
は

法
文
也
。
む
か
し
観
音
勢
至
、
人
の
こ
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
か
、

ま
ゝ
は
ゝ
の
た
め
に
こ
ろ
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
を
や
、
か
ば
ね
を

く
び
に
か
け
て
有
け
る
程
に
、
つ
い
に
仏
道
を
え
た
り
け
る
こ
と
な
り
（

）。
10

4
袋
中
『
琉
球
神
道
記
』
巻
四
「
一
、
勢
至
菩
薩
事
」（
横
山
重
『
琉
球

神
道
記

弁
蓮
社
袋
中
集
』
角
川
書
店
）

（「
往
生
成
仏
経
」
の
話
と
し
て
）
父
悲
ミ
頻
ナ
リ
。
此
由
ヲ
ホ
ノ
聞
テ
、

嶋
ニ
尋
行
ニ
。
二
子
ノ
死
屍
ア
リ
。
懇
ニ
是
ヲ
歛
ル
ナ
リ
。
其
念
ト
ホ

リ
テ
、
今
ノ
二
菩
薩
ト
成
リ
。
梵
志
ハ
弥
陀
。
本
妻
ハ
釈
迦
ト
云
。
此

菩
薩
、
宝
瓶
ニ
母
骨
ヲ
収
テ
孝
義
ノ
者
ニ
尚
縁
ア
リ
。

5
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
孝
行
集
』（
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
写
本
一
冊
（

））
11

・
親
孝
行
ノ
事
是
ハ
往
生
浄
土
本
縁
経
ノ
直
説
也

・
観
音
本
縁
経
ノ
中
ニ
発
心
ノ
由
来
ヲ
説
様
ハ
（
略
）
サ
テ
ア
ル
ヘ
キ

ニ
非
サ
レ
ハ
三
人
共
ニ
泣
キ
悲
ミ
死
屍
ヲ
収
メ
塔
婆
ヲ
立
テ
孝
養
ノ

誠
ヲ
至
シ
ケ
リ
（
略
）
我
等
此
島
ニ
在
テ
死
ル
コ
ト
偏
ニ
継
母
ニ
逢

ル
故
也
（
略
）
サ
レ
ハ
仏
菩
薩
ノ
縁
起
モ
カ
ヽ
ル
悲
ヲ
便
リ
ト
シ
テ

菩
提
心
ヲ
発
シ
下
フ
今
ノ
我
等
モ
思
ヒ
歎
キ
ア
ラ
ハ
道
心
ノ
種
子
ト

シ
テ
浄
土
ニ
生
ス
ヘ
シ
（
略
）

早
離
・
速
離
の
話
は
、
1
に
あ
る
よ
う
に
、
飢
え
た
ま
ま
寄
り
添
っ
て
死

ん
だ
兄
弟
の
「
か
な
し
み
」
が
人
々
の
心
を
打
っ
た
と
思
わ
れ
、
2
の
よ
う

に
、
継
母
に
よ
る
遠
流
が
「
縁
」
と
な
っ
て
仏
に
な
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
が
基
本
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
観
音
・
勢
至
の

話
と
し
て
、
も
し
く
は
、
早
離
・
速
離
の
話
と
し
て
、
経
典
と
は
異
な
る
説

や
解
釈
も
あ
る
。

3
の
『
源
氏
抄
』
に
は
早
離
・
速
離
の
名
は
な
い
が
、
観
音
・
勢
至
が
人

の
子
で
あ
っ
た
と
き
に
継
母
に
殺
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
説
話
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。『
観
音
本
縁
経
』
に
沿
っ
て
読
む
な
ら
ば
、
遺
骨
を
頸
に

懸
け
た
の
は
、
孤
島
で
子
供
達
の
遺
骨
を
見
つ
け
た
父
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

父
は
、
子
供
達
の
衣
服
と
骨
を
懐
き
、
発
願
し
、
絶
食
し
て
命
を
終
え
る
の

で
あ
り
、「
あ
ま
た
の
年
」
に
は
矛
盾
す
る
が
、
子
を
思
う
親
の
愛
情
を
捉

え
て
い
る
。

ま
た
、
孝
を
讃
え
る
文
脈
に
も
登
場
す
る
。
4
で
は
、
子
で
あ
る
勢
至
菩

薩
の
宝
瓶
に
は
母
（
釈
迦
）
の
骨
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
「
孝
義
」
を

と
ら
え
、
5
で
は
、
母
の
死
後
に
残
さ
れ
た
父
子
が
「
死
屍
ヲ
収
メ
塔
婆
ヲ

立
テ
孝
養
ノ
誠
ヲ
至
シ
」
た
と
あ
り
、
追
善
供
養
を
孝
養
と
読
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
母
の
死
は
、『
観
音
本
縁
経
』
に
よ
れ
ば
兄
弟
が
七
歳
、
五
歳
の

時
で
あ
り
、『
往
生
仏
土
経
』
で
は
五
歳
、
二
歳
の
時
で
あ
る
。
菩
提
心
を

発
す
よ
う
に
諭
し
た
母
の
遺
言
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
子
供
達
は

泣
く
ば
か
り
で
追
善
供
養
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
父
親
は
一
人
で
子

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
後
妻
を
迎
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
法
華
経
』
に
、

「
乃
至
童
子
戯
聚
沙
為
仏
塔
、
如
是
諸
人
等
皆
已
成
仏
道
」（
方
便
品
）
と
あ

る
よ
う
に
、
子
が
戯
れ
に
行
っ
た
よ
う
な
供
養
に
よ
っ
て
も
成
仏
は
可
能
で
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あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
物
語
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
説
話

に
お
い
て
は
、
母
の
死
の
場
面
の
父
子
の
行
為
を
仏
菩
薩
に
成
る
直
接
的
な

因
縁
と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
は
、
4
や
5
の
解
釈
は
恐
ら
く
、
後
代

の
『
阿
弥
陀
の
本
地
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
前
世
の
親
子
の

物
語
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
阿
弥
陀
の
本
地
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
、『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
の
善

生
太
子
説
話
を
基
盤
と
し
て
、
登
場
す
る
家
族
の
本
地
を
、
父
阿
弥
陀
如
来
、

母
薬
師
如
来
、
長
男
観
世
音
菩
薩
、
次
男
勢
至
菩
薩
に
置
き
換
え
た
物
語
で

あ
る
。
兄
弟
は
母
の
遺
骨
を
頸
に
懸
け
て
父
の
も
と
へ
の
旅
を
続
け
る
の
で

あ
り
、
そ
の
点
を
孝
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
説
経
『
阿
弥
陀
の
本
地
』
の

末
尾
で
は
、
そ
の
兄
弟
の
名
前
が
、
早
離
・
速
離
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。
4
の
説
で
は
、
父
を
弥
陀
に
当
て
る
点
は
『
阿
弥
陀
の
本
地
』

に
共
通
す
る
。
勢
至
菩
薩
の
宝
瓶
に
母
骨
を
収
め
る
と
い
う
点
は
、『
童
子

教
』
に
、「
観
音
為
師
孝

宝
冠
頂
弥
陀

勢
至
為
親
孝

頭
戴
父
母
骨

宝
瓶
納
白
骨
」（
寛
永
二
十
一
年
刊
『
実
語
教
・
童
子
教
』（
日
本
教
科
書
大

系

往
来
編

教
訓
））
と
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
阿
弥
陀

仏
の
脇
侍
と
し
て
の
観
音
・
勢
至
の
姿
は
、
親
に
仕
え
る
孝
行
な
子
供
の
姿

と
捉
え
ら
れ
る
。
後
代
に
は
こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
三
尊
の
姿
と
『
阿
弥
陀

の
本
地
』
の
話
と
の
融
合
に
よ
っ
て
、
孝
行
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
元
来
の
早
離
速
離
譚
は
、
孝
と
は
呼
べ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

5
『
孝
行
集
』
で
は
、
継
母
に
よ
る
孤
島
へ
の
遺
棄
の
後
、「
カ
ヽ
ル
悲
ヲ

便
リ
ト
シ
テ
菩
提
心
ヲ
発
シ
下
フ
」
と
あ
り
、
継
母
に
よ
る
迫
害
を
含
め
た

子
の
悲
し
み
を
菩
提
心
の
因
縁
と
し
て
い
る
。
1
「
か
な
し
み
」、
2
「
継

母
ノ
遠
流
縁
ト
シ
テ
」
を
見
て
も
、
二
人
が
菩
薩
に
成
っ
た
の
は
、
菩
提
心

を
起
こ
し
て
誓
願
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
子
の
菩
提
心
こ
そ
が
親
へ

の
孝
養
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
の
孝
は
、『
宝
物
集
』
に
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。願

力
に
ま
か
せ
て
、
早
離
・
速
離
は
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
と
な
り
、

母
摩
那
斯
羅
女
は
、
子
の
願
力
を
か
ゞ
み
て
、
阿
弥
陀
仏
と
な
り
ぬ
。

継
母
に
よ
っ
て
孤
島
に
捨
て
ら
れ
た
子
達
が
誓
願
を
立
て
て
衆
生
済
度
を

誓
っ
た
お
か
げ
で
、
母
は
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
宝
物

集
』
に
は
父
の
最
期
も
転
生
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
初
期
の
こ
の
物
語
の

中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
け
な
げ
な
子
供
達
の
悲
話
で
あ
り
、
二
人
の
衆
生
済

度
の
誓
願
が
も
た
ら
し
た
亡
母
の
解
脱
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
物
語
の
本
来
の
孝
は
そ
の
部
分
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、『
観
音
本
縁
経
』
で
は
、
食
糧
を
探
す
旅
か
ら
戻
っ
た
父
は
、
子

供
達
の
死
を
知
り
、
彼
ら
を
思
っ
て
誓
願
、
捨
身
す
る
。
そ
の
父
は
、
五
百

願
を
誓
っ
た
釈
迦
と
し
て
描
か
れ
る
。
五
百
願
は
、『
悲
華
経
』
に
基
づ
く

釈
迦
信
仰
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
命
を
惜
し
ま
ず
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う

行
動
が
注
目
さ
れ
る
。

三

早
離
・
速
離
の
物
語
の
菩
薩
行
・
誓
願

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
物
語
の
孝
は
、
も
と
は
亡
親
の
救
済
と
い
う

点
に
あ
り
、
兄
弟
が
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
と
し
て
顕
れ
た
要
因
は
、
孝
行

の
た
め
で
は
な
く
飢
餓
で
死
に
臨
ん
だ
時
に
衆
生
済
度
を
誓
っ
た
か
ら
と
考
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え
ら
れ
る
。

一
般
に
、
中
世
の
本
地
物
語
で
は
、
主
人
公
が
申
し
子
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

俗
世
へ
の
諸
仏
の
垂
迹
で
あ
る
こ
と
が
、
仏
菩
薩
に
成
る
理
由
と
し
て
記
さ

れ
る
。
申
し
子
と
い
う
枠
組
み
は
、
必
死
な
願
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
で

あ
る
か
ら
こ
そ
神
仏
へ
の
転
生
を
予
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
本
話
に
お
い

て
は
、『
観
音
本
縁
経
』
で
は
、
天
神
（
天
の
神
）
の
申
し
子
と
し
て
登
場

す
る
も
の
の
、『
宝
物
集
』
や
『
往
生
仏
土
経
』
に
は
、
兄
弟
が
申
し
子
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
物
語
で
は
申
し
子
で
あ
る

こ
と
よ
り
も
彼
ら
の
菩
薩
行
、
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
う
誓
願
の
方
が
重
視

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
継
母
に
よ
る
迫
害
と
飢
餓
を
縁
と
す
る
仏
の
悲

願
を
描
い
た
兄
弟
の
死
の
場
面
は
、『
観
音
本
縁
経
』
で
は
、
以
下
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

時
憶
念
生
母
遺
言
。
我
須
発
無
上
道
心
。
成
就
菩
薩
大
悲
行
解
脱
門
。

先
度
他
人
。
然
後
成
仏
。
若
為
無
父
母
者
。
現
父
母
像
。
若
為
無
師
長

者
。
現
師
長
身
。
若
為
貧
賎
者
。
現
富
貴
身
。
国
王
大
臣
。
長
者
居
士
。

宰
官
婆
羅
門
。
四
衆
八
部
。
一
切
隨
類
。
無
不
現
之
。
願
我
常
在
此
島
。

於
十
方
国
。
能
施
安
楽
。
変
作
山
河
大
地
。
草
木
五
穀
。
甘
菓
等
。
令

受
用
者
。
早
出
生
死
。
願
我
隨
母
生
処
。
不
離
父
生
処
。
如
是
発
一
百

願
。
寿
終
。

異
文
を
伝
え
る
『
往
生
仏
土
経
』
で
も
、
菩
薩
行
を
誓
っ
て
命
を
終
え
る

の
は
同
じ
で
あ
る
。
幼
い
子
の
餓
死
に
臨
ん
で
の
誓
願
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

に
彼
ら
が
他
に
特
別
な
こ
と
を
行
っ
た
と
は
本
文
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
誓
願
こ
そ
が
、
観
音
・
勢
至
に
成
っ
た
理
由
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、『
観
音
本
縁
経
』
に
は
、
子
を
失
っ
た
父
が
悲
し
み
の
た
め
に
五
百

願
を
誓
っ
て
命
を
終
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
父
の
死
は
、
子

供
達
の
誓
願
が
餓
死
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
自
ら
選
ん
だ
、
よ
り

積
極
的
な
捨
身
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
捨
身
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
方
法
は
、『
法
華
経
』
や
『
金
光

明
経
』
な
ど
の
大
乗
仏
典
に
お
い
て
、
菩
薩
が
身
を
犠
牲
に
し
て
誓
願
を
立

て
た
と
い
う
過
去
の
因
縁
物
語
（
Pūrvayoga）
を
想
起
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

『
法
華
経
』
の
薬
王
菩
薩
が
求
法
の
た
め
に
焼
身
す
る
よ
う
な
例
が
著
名
で

あ
る
。「
不
惜
身
命
」
の
求
道
の
姿
と
言
え
る
（

）。
12

『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
に
は
、
捨
身
飼
虎
や
雪
山
童
子
の
よ
う
に
、
自
分

の
肉
体
を
他
者
に
施
す
よ
う
な
過
酷
な
犠
牲
を
伴
う
話
が
多
く
集
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
『
法
華
経
』
な
ど
の
大
乗
仏
典
に
由
来
す
る

も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
初
期
の
本
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
も
含
ま
れ
る
が
、

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
大
乗
仏
教
の
捨
身
す
る
菩
薩
の
よ
う
に
、
よ
り
激

し
い
菩
薩
道
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
早
離
速
離
の
物
語
で
の
菩
薩
道
も
、

命
を
惜
し
ま
な
い
過
激
な
も
の
で
あ
る
。
但
し
、『
今
昔
物
語
集
』
と
は
異

な
り
、
継
子
い
じ
め
に
よ
る
迫
害
と
飢
餓
に
よ
る
死
の
直
前
の
誓
願
で
あ
り
、

ま
た
、
父
に
至
っ
て
は
、
悲
し
み
に
よ
る
誓
願
に
よ
る
捨
身
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
形
の
捨
身
説
話
も
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
一
定
量
存
在
す
る
。

四

誓
願
・
捨
身
す
る
親
子

天
野
山
金
剛
寺
所
蔵
〈
佚
名
孝
養
説
話
集
〉
は
、
以
前
、
拙
稿
（

）で
紹
介
し

13

た
十
二
丁
の
説
話
集
断
簡
で
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
形
の
説
話
を
考
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え
る
た
め
に
有
益
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
早
離
・
速
離
の
物
語
を
含
む

親
を
亡
く
し
た
子
供
の
説
話
ば
か
り
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
話
が
、

仏
や
菩
薩
の
前
世
の
話
と
し
て
、
天
竺
を
舞
台
に
、
経
典
を
典
拠
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
早
離
・
速
離
の
物
語
と
同
様
に
、
実
際
に
は
イ
ン

ド
・
中
国
由
来
の
経
典
に
は
直
接
的
な
典
拠
を
確
認
で
き
な
い
話
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
話
を
経
典
に
仮
託
し
た
意
味
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

こ
の
本
は
原
本
で
は
な
く
抄
出
本
の
写
し
で
あ
り
、
わ
ず
か
の
話
し
か
拾

え
な
い
が
、
そ
の
構
成
は
、
見
出
し
に
よ
っ
て
十
一
話
を
数
え
る
こ
と
が
で

き
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
題
名
は
、
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
便

宜
的
に
訓
読
し
た
）。

①
巻
一
（
末
尾
の
み
現
存
。
本
文
中
に
、「
往
生
仏
土
経
」
の
名
あ
り
。）

②

好
花
女
、
母
に
遅
れ
、
悲
し
み
に
謁
す
る
伝

第
四
〈
吉
祥
天
本

縁
、
集
功
徳
本
記
経
説
〉

③

要
婆
・
忍
婆
の
二
人
、
母
に
遅
る
る
伝

第
七
〈
十
二
遊
経
説
〉

④

金
珠
孝
子
、
父
を
尋
ぬ
る
伝

第
八
〈
釈
迦
縁
修
作
破
壊
精
舎
因

縁
、
往
生
仏
土
経
説
〉

⑤
巻
二
教
歎
孝
子
、
父
母
に
遅
る
る
伝

第
一
（
目
録
の
み
、
本
文
な

し
）

⑥

常
利
孝
子
、（
渇
カ
）

□
父
母
恋

第
二
（
目
録
の
み
、
本
文
な
し
）

⑦

自
然
童
子
、
母
に
遅
る
る
伝

第
三
（
目
録
の
み
、
本
文
な
し
）

⑧

花
天
・
宝
蓋
、
父
母
に
遅
る
る
伝

第
四
〈
信
順
決
義（
頌
カ
）
□
宿
経

説
〉

⑨

長
尊
・
長
善
、
父
母
を
恋
ふ
る
伝

第
五
〈
起

成
仏
経
説
〉

（
本
文
後
半
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）

⑩
巻
三
早
離
・
速
離
の
二
人
、
父
を
恋
ふ
る
伝

第
五
〈
観
音
勢
至
本
縁

也
、
往
生
仏
土
経
説
〉

⑪

教
体
、
父
母
に
遅
る
る
伝

第
六
〈
悔
罪
生
天
経
説
〉

集
成
さ
れ
た
話
題
か
ら
、
編
纂
の
目
的
は
、
父
母
の
愛
情
や
恩
を
説
く
こ

と
と
、
残
さ
れ
た
子
達
の
父
母
へ
の
孝
養
を
説
く
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
話
も
、
短
い
も
の
で
あ
り
、
冒
頭
に
親
と
の
死
別
の
場
面
が
あ
る
。

そ
の
つ
ら
さ
は
、
多
く
は
、「
悶
絶
躃
地
」
と
表
現
さ
れ
、
し
ば
ら
く
し
て

冷
静
さ
を
取
り
戻
し
、「
良
久
蘇
悟
」
と
記
さ
れ
る
。
各
話
は
、
話
題
や
構

成
が
類
似
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
表
現
に
も
共
通
点
が
多
い
。
類
似
し

た
類
話
が
、
経
典
名
を
冠
し
て
、
い
く
つ
も
作
ら
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

仏
や
菩
薩
の
前
生
譚
で
あ
る
か
ら
、
子
供
達
は
末
に
は
仏
に
な
る
の
だ
が
、

幼
い
子
に
で
き
る
事
柄
は
限
ら
れ
て
い
る
。
①
か
ら
⑪
の
各
話
で
は
、
彼
ら

は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
、
仏
や
菩
薩
と
な
る
（
主
人
公
で
あ
る
子
と
と
も

に
親
も
仏
に
な
る
。
子
が
親
を
解
脱
さ
せ
た
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

基
本
的
に
は
、
子
の
転
生
の
み
を
記
す
）。

①
自
ら
の
焼
身
供
養
で
知
足
天
へ
。
楽
説
菩
薩
の
前
世
譚
。
②
母
を
亡

く
し
て
誓
願
・
入
水
。
吉
祥
天
の
前
世
譚
。
③
亡
母
を
慕
い
、
供
養
の

衣
を
作
っ
て
忉
利
天
へ
。
阿
難
と
羅
睺
羅
の
前
世
譚
。
④
亡
き
父
が

作
っ
た
精
舎
を
修
造
し
、
父
母
別
離
の
苦
を
消
滅
さ
せ
忉
利
天
に
。
釈

迦
の
前
世
譚
。
⑧
草
蓋
・
油
花
の
供
養
、
誓
願
。
父
母
の
墓
所
で
死
の

う
と
す
る
が
紫
雲
に
よ
っ
て
国
王
に
召
さ
れ
譲
位
さ
れ
る
。
釈
迦
と
弥
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勒
の
前
世
譚
。
⑩
（
早
離
・
速
離
譚
）
⑪
父
母
の
死
を
歎
く
声
が
天
宮

に
届
き
、
両
親
が
地
獄
に
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
供
養
に
よ
り
救

済
し
、
知
足
天
へ
。
釈
迦
の
前
世
譚
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
子
供
達
が
行
っ
た
菩
薩
行
に
は
、
親
や
仏
へ
の
供
養
の

他
に
、
誓
願
を
立
て
て
死
ぬ
と
い
う
形
が
あ
る
。
末
尾
し
か
残
存
し
な
い
①

は
、
登
場
人
物
に
与
え
ら
れ
た
名
前
な
ど
か
ら
、『
法
華
経
』
の
薬
王
菩
薩

の
焼
身
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
も
、
早
離
・
速
離
譚
と
同
様

に
、
飢
え
や
悲
し
み
な
ど
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
な
く
な
っ
て
死
を
選
ぶ
も
の

が
あ
る
。
そ
の
形
が
特
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
②
で
あ
る
。
父
は
娘
が
三
歳

の
時
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
七
歳
の
と
き
、
母
と
と
も
に
食
料
を
求
め
て
出

か
け
る
が
、
母
は
、
途
中
の
大
河
で
奪
精
と
い
う
毒
魚
に
飲
ま
れ
て
死
ぬ
。

食
料
が
な
い
た
め
に
母
を
失
っ
た
娘
は
、
菩
薩
行
に
よ
っ
て
、
財
を
持
た
な

い
衆
生
に
財
を
与
え
よ
う
と
い
う
誓
願
を
起
こ
し
て
河
に
身
を
投
げ
る
。
こ

の
こ
と
が
吉
祥
天
の
前
生
譚
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（

）。
ま
た
、
⑧
は
、
実
際

14

に
は
死
な
ず
に
救
済
さ
れ
て
今
生
の
う
ち
に
王
と
大
臣
に
な
る
が
、
親
が
い

な
い
つ
ら
さ
や
悲
し
み
に
よ
っ
て
命
を
絶
と
う
と
す
る
話
で
あ
る
。
話
数
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
話
集
の
み
で
の
議
論
は
難
し
い
が
、
命

を
絶
と
う
と
す
る
話
が
複
数
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

ま
た
、
前
述
の
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
の
善
生
太
子
の
物
語
も
自
ら
死

を
選
ぶ
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
話
で
は
、
遠
い
祖
国
に
財
を
取

り
に
帰
っ
た
ま
ま
戻
ら
な
い
善
生
人
を
妻
子
が
訪
ね
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

妻
は
道
半
ば
に
病
で
死
ぬ
。
そ
の
後
、
旅
を
続
け
た
子
供
達
は
父
に
逢
う
。

父
は
賢
者
を
請
じ
て
一
日
二
十
巻
の
毘
盧
舎
那
経
を
書
写
供
養
し
た
あ
と
、

身
命
を
捨
て
る
。
子
供
達
も
同
様
に
す
る
。
後
に
、
家
族
は
善
現
菩
薩
、
大

吉
祥
天
、
多
聞
天
、
持
国
天
に
転
生
す
る
。

こ
の
話
に
依
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
―
二
二
で
は
、「
サ
テ
善
生
人
モ

其
ノ
所
ニ
シ
テ
命
ヲ
捨
ツ
。
二
人
ノ
子
亦
、
同
ジ
所
ニ
シ
テ
命
ヲ
捨
テ
ケ

リ
。」
と
あ
る
。
青
蓮
院
本
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
も
同
様
に
単
に
、「
命

ヲ
捨
ツ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
死
ん
だ
理
由
が
不
明
で
、
彼
ら

が
菩
薩
や
諸
天
に
転
生
で
き
る
理
由
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
、

例
え
ば
、
松
本
隆
信
氏
は
、

善
生
人
説
話
は
、（
略
）
過
去
の
業
と
現
在
の
報
と
の
関
係
に
つ
い
て

何
も
説
い
て
お
ら
ず
、
仏
教
説
話
と
し
て
の
目
的
も
明
ら
か
に
示
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
善
生
人
や
阿
就

女
、
お
よ
び
二
人
の
男
子
の
受

け
る
苦
難
も
、
自
ら
求
め
る
菩
薩
行
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
く
、
阿
就

女
の
継
母
の
冷
遇
に
よ
っ
て
起
き
た
と
述
べ
て
い
て
、
全
く
本
地
物

と
変
る
と
こ
ろ
の
な
い
内
容
で
あ
る
（

）。
15

と
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
同
氏
の
研
究
よ
り
も
後
に
『
大
乗
毘
沙

門
功
徳
経
』
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
氏
が
問
題

と
さ
れ
た
傍
線
部
の
再
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
は
、
次
の
七
寺
本

に
あ
る
よ
う
に
、
命
を
賭
け
た
誓
願
に
よ
る
死
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

爰
に
誓
願
を
発
し
て
言
く
、「
我
は
汝
が
為
に
一
切
の
財
宝
を
持
ち
来

た
れ
り
。
我
亦
た
此
の
処
に
身
命
を
捨
て
ん
。」
と
。
而
し
て
浄
賢
の

者
を
請
い
、
一
切
の
財
宝
を
尽
く
し
て
十
方
諸
仏
如
来
及
び
十
方
菩
薩

摩
訶
薩
に
供
養
す
。
是
の
如
く
し
て
然
る
後
、
其
の
処
に
身
命
を
捨
つ
。

亦
た
二
子
等
も
、
無
上
菩
提
を
証
せ
ん
が
為
に
其
の
処
に
身
命
を
捨
つ
（

）。
16
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悲
し
み
に
よ
り
発
心
し
誓
願
し
て
身
を
捨
て
る
と
い
う
こ
の
思
想
は
、
早

離
・
速
離
の
父
親
の
捨
身
と
同
じ
で
あ
る
。
青
蓮
院
本
や
『
今
昔
物
語
集
』

で
欠
落
し
た
こ
の
箇
所
に
は
、
利
他
の
救
済
を
誓
っ
て
捨
身
す
る
菩
薩
行
が

記
さ
れ
て
い
た
。

五

菩
薩
行
と
現
実

こ
れ
ら
の
物
語
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
平
安
期
に
は
、
菩
薩
行
と
称

し
て
実
際
に
捨
身
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
釈
迦
の
よ
う
に
、
鳩
の
重

量
分
の
肉
を
切
り
取
っ
た
り
、
目
や
骨
髄
を
他
者
に
捧
げ
た
り
は
し
な
く
と

も
、
捨
身
は
自
ら
が
利
他
の
誓
願
を
立
て
て
浄
土
に
行
く
こ
と
で
衆
生
を
救

う
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
説
話
の
捨
身
も
同
様
の
も
の
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

金
剛
寺
蔵
〈
佚
名
孝
養
説
話
集
〉
と
同
じ
く
『
私
聚
百
因
縁
集
』
な
ど
に

も
、
仏
や
菩
薩
の
前
生
物
語
と
し
て
、
親
を
亡
く
し
た
子
供
の
悲
話
が
多
く

収
め
ら
れ
る
が
、
収
録
さ
れ
る
各
話
に
は
、
誓
願
や
捨
身
へ
の
視
点
の
濃
淡

が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
仏
に
成
ら
ず
に
現
世
の
栄
花
で
話
が
終
わ
る

も
の
、
衆
生
済
度
の
誓
願
に
よ
る
成
仏
で
は
な
く
単
な
る
極
楽
往
生
を
述
べ

る
も
の
、
な
ど
の
差
で
あ
る
。
菩
薩
行
が
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
時
代
を
経

て
、
追
善
供
養
や
念
仏
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
、
仏
に
成
る
物
語
の
構
造
に

も
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
力
に
頼
る
俗
世
の
人
々
に
と
っ

て
は
、
極
楽
往
生
は
必
ず
し
も
自
分
が
仏
に
な
っ
て
他
の
衆
生
を
救
う
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。
主
人
公
が
捨
身
し
て
仏
と
な
っ
て
衆
生
を
救
お
う
と
し

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、

後
の
お
伽
草
子
の
本
地
物
や
そ
れ
に
類
す
る
説
話
に
お
い
て
、
誓
願
を
行
わ

ず
に
神
仏
に
な
っ
た
り
、
苦
難
の
報
い
が
現
世
の
幸
せ
と
し
て
描
か
れ
た
り

す
る
よ
う
に
な
る
理
由
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
つ
の
物
語
も
、
後
代
に
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。『

大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
の
善
生
太
子
説
話
は
、『
阿
弥
陀
の
本
地
』
と
な

る
。『
阿
弥
陀
の
本
地
』
で
は
、
妻
の
死
後
に
子
と
再
会
し
た
父
は
、
子
供

達
に
王
位
を
譲
り
出
家
し
法
蔵
比
丘
と
名
乗
る
。
修
行
を
積
ん
で
六
十
願
を

誓
い
、
そ
の
う
ち
十
二
願
を
妻
で
あ
っ
た
薬
師
如
来
に
譲
る
。
法
蔵
比
丘
は
、

『
無
量
寿
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
と
お
り
、
阿
弥
陀
如
来
が
前
世
で
四
十
八

の
願
を
誓
っ
た
と
き
の
名
前
で
あ
る
。
そ
の
法
蔵
比
丘
の
物
語
に
置
き
換
え

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
誓
願
は
記
さ
れ
る
が
、
捨
身
と
い
う
形
は
捨
て
去
っ

て
お
り
、
王
位
に
就
い
た
子
供
達
が
、
後
に
観
音
・
勢
至
に
な
る
理
由
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
前
世
の
家
族
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
に
な
る
。

早
離
速
離
説
話
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
お
伽
草
子
に
は
、『
月

日
の
本
地
』
が
あ
る
。
こ
の
話
で
は
、
継
母
に
よ
っ
て
孤
島
に
捨
て
ら
れ
た

兄
弟
を
亡
母
が
大
鳥
と
な
っ
て
助
け
、
物
語
の
最
後
で
、
兄
弟
は
日
と
月
と

し
て
顕
れ
る
。
日
と
月
は
、
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
に
各
々
関
連
付
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
の
早
離
速
離
説
話
に
は
、
亡
母
の
霊
は
登
場
し
な

い
。
孤
島
に
捨
て
ら
れ
た
継
子
を
観
音
が
変
じ
た
大
龍
魚
が
助
け
る
と
い
う

モ
チ
ー
フ
で
あ
れ
ば
、『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』（
七
寺
本
「
愛
相
行
品
第

四
」）
に
あ
る
。
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
継
子
が
、
男
児
二
名
で
は
な

く
女
児
一
名
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
話
と
の
結
合
を
考
え
て
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も
良
い
と
思
わ
れ
る
。
本
話
は
、
建
保
四
年
書
写
明
尊
草
案
集
（

）に
も
収
録
さ

17

れ
て
い
る
。
草
案
集
で
は
、
登
場
人
物
の
名
前
が
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』

と
同
じ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
を
救
う
の
は
、
魚
類
で
は
な
く
「
鶴
」

で
あ
り
、『
月
日
の
本
地
』
の
「
大
鳥
」
に
近
い
。『
月
日
の
本
地
』
の
「
大

鳥
」
は
、
観
音
で
は
な
く
、
母
の
霊
が
変
じ
た
も
の
で
あ
る
。
変
容
の
理
由

は
、
各
時
代
が
そ
の
よ
う
な
形
を
求
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に

多
く
の
物
語
と
の
接
点
を
持
つ
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
に
は
、
さ
ら
な
る

検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
本
経
に
収
録
さ
れ
る
話
の
多
く
が
、『
法
華
経
』

周
辺
の
因
縁
譚
で
も
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
登
場
人
物
の

死
が
非
常
に
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
死
ぬ
場
面
の
悲
し
み
、
そ
の
骨
を

焼
き
収
め
る
こ
と
、
誓
願
す
る
こ
と
、
供
養
す
る
こ
と
、
な
ど
の
記
述
が
特

徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
な
菩
薩
行
や
誓
願
に
密

接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
や
菩
薩
の
前
世
物
語
に
お
け
る
人
々
の
転
生

の
問
題
と
し
て
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

注（1
）
『
貴
重
古
典
籍
叢
刊
一

赤
木
文
庫
本
神
道
集
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八

年
）。

（
2
）
『
新
潮
日
本
古
典
全
集

今
昔
物
語
集
二
』
解
説
（
一
九
七
九
年
、
新
潮

社
）。

（
3
）
牧
野
和
夫
氏
「『
往
因
類
聚
抄
』
と
の
出
会
い
」（『
中
外
日
報
』
一
九
八

八
年
六
月
六
日
）。

（
4
）
所
収
論
文
の
う
ち
、
特
に
、
衣
川
賢
次
氏
「『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
の

言
語
」、
牧
野
和
夫
氏
「
七
寺
蔵
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
と
「
因
縁
・
説

話
」」（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
四
、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参

照
し
た
。

（
5
）
松
本
隆
信
氏
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
（
四
）
―
本
地
物
の
成
立

と
北
野
天
神
縁
起
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
四
、
一
九
七
七
年
。『
中
世

に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
』
所
収
）

（
6
）
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
一

真
福
寺
古
目
録
集
二
』（
臨
川
書
店
、
二

〇
〇
五
年
）
収
録
。
落
合
俊
典
氏
解
題
。

（
7
）
能
島
覚
氏
「
理
明
房
興
然
撰
『
五
十
巻
鈔
』「
阿
弥
陀
」
所
引
の
経
論
章

疏
に
つ
い
て
」（『
宗
学
院
論
集
』
八
一
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
8
）
拙
稿
「
金
剛
寺
蔵
〈
佚
名
孝
養
説
話
集
抄
〉
に
つ
い
て
」（
平
成
十
五
〜

十
八
年
度
科
研
費
（
代
表
者
落
合
俊
典
）
研
究
成
果
報
告
書
『
金
剛
寺
一
切

経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
分
冊
、
二
〇
〇
七

年
三
月
）。

（
9
）
早
離
・
速
離
説
話
の
類
話
の
比
較
は
、
恋
田
知
子
氏
『
仏
と
女
の
室
町
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
第
七
章
「
偽
経
・
説
話
・
物
語
草
子
―
岩
瀬

文
庫
蔵
『
釈
迦
并
観
音
縁
起
』
を
め
ぐ
っ
て
」
に
詳
し
い
。

（

）
三
角
洋
一
氏
「『
源
氏
物
語
』
と
仏
教
―
古
注
釈
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
史

10
的
展
開
―
」（『
仏
教
文
学
』
三
八
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
に
指
摘
あ
り
。

（

）
黒
田
彰
氏
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵

孝
行
集
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論

11
集
』
三
九
、
一
九
九
一
年
二
月
）。
黒
田
彰
氏
「
孝
行
集
に
つ
い
て
」（
黒
田

彰
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
続
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（

）
村
上
真
完
氏
「
Pūrvayoga（
過
去
の
因
縁
）
―
大
乗
経
典
に
お
け
る
過

12
去
世
物
語
に
関
連
し
て
―
」（『
密
教
文
化
』
一
九
七
一
年
六
月
）、
杉
本
卓

州
氏
『
菩
薩

ジ
ャ
ー
タ
カ
か
ら
の
探
求
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
三
年
）

参
照
。

（

）
拙
稿
「
金
剛
寺
蔵
〈
佚
名
孝
養
説
話
集
〉
翻
刻
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
五

13
八
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）、
拙
稿
「
偽
経
と
説
話
―
金
剛
寺
蔵
佚
名
孝
養
説

話
集
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
説
話
文
学
研
究
』
四
四
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）

（

）
金
沢
文
庫
蔵
『
讃
仏
乗
鈔
』（
十
三
世
紀
成
立
）
第
三
之
七
「
吉
祥
」
他
。

14
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注
（

）
前
掲
拙
稿
「
偽
経
と
説
話
」
参
照
。

13

（

）
注
（
5
）
前
掲
松
本
氏
論
文
。

15
（

）
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
四
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
の
訓

16
読
文
に
よ
る
。

（

）
岡
見
正
雄
氏
「
説
教
と
説
話
―
建
保
四
年
写
明
尊
草
案
集
中
の
一
説
話
の

17
釈
文
―
」（『
国
語
国
文
』
二
六
―
八
、
一
九
五
七
年
八
月
）

付
記

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助
金
（
23720124）
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

（
み
の
う
ら
・
な
お
み

本
学
大
学
院
助
教
）
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